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要
請
に
は
、
協
会
の
森
岡
芳
雄

副
理
事
長
を
は
じ
め
、
尼
崎
医
療

生
協
・
萌
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
多
田
安

　

尼
崎
市
に
よ
る
生
活
保
護
個
別
指
導
で
、
診
療

報
酬
の
過
誤
調
整
（
自
主
返
還
）
遡
及
期
間
が

「
５
年
」
と
さ
れ
て
い
る
こ
と
な
ど
に
つ
い
て
厚

労
省
は
、
解
釈
に
疑
義
が
あ
る
可
能
性
に
言
及
し

た
上
で
、「
自
主
返
還
の
取
り
扱
い
に
つ
い
て
事

実
関
係
を
確
認
す
る
」
と
述
べ
た
。
尼
崎
市
に
よ

る
生
活
保
護
個
別
指
導
を
受
け
た
会
員
医
療
機
関

よ
り
、
市
職
員
に
よ
る
高
圧
的
な
言
動
や
法
令
に

基
づ
か
な
い
運
用
が
あ
る
と
の
相
談
が
寄
せ
ら
れ

て
い
る
問
題
で
、
協
会
が
８
月
８
日
に
同
省
へ
改

善
を
要
請
し
た
際
の
や
り
と
り
。
要
請
は
、
田
村

智
子
参
議
院
議
員
（
厚
労
委
員
）
が
仲
介
し
た
。

　

協
会
は
さ
ら
に
、
５
年
の
遡
及

期
間
に
つ
い
て
尼
崎
市
が
「
仮
に

過
誤
調
整
・
返
還
期
間
を
１
年
に

す
る
と
、
残
り
の
４
年
分
に
つ
い

て
、
生
活
保
護
費
の
国
庫
負
担
分

で
あ
る
４
分
の
３
を
市
は
国
に
返

還
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
説

明
し
て
い
る
こ
と
に
つ
い
て
、
厚

労
省
の
見
解
を
質
し
た
。

　

厚
労
省
は
、「
従
来
は
同
一
受

給
者
で
も
医
療
券
番
号
が
毎
月
異

な
っ
て
い
た
の
で
レ
セ
プ
ト
の
突

合
点
検
は
難
し
か
っ
た
が
、
２
０

１
６
年
に
番
号
を
固
定
す
る
よ
う

各
自
治
体
に
通
知
し
て
い
る
。
支

払
基
金
で
は
固
定
化
さ
れ
た
医
療

券
番
号
に
基
づ
き
レ
セ
プ
ト
チ
ェ

ッ
ク
す
る
前
提
」
で
「
レ
セ
プ
ト

に
疑
義
が
あ
る
の
で
あ
れ
ば
、
尼

崎
市
は
支
払
基
金
に
差
し
戻
せ
ば

希
子
事
務
長
と
同
法
人
理
事
会
事

務
局
の
岸
本
貴
士
氏
、
ひ
ま
わ
り

医
療
生
協
・
田
島
診
療
所
の
酒
井

成
美
事
務
長

ら
個
別
指
導

を
受
け
た
医

療
機
関
職
員

ら
が
出
席
。

厚
労
省
側

は
、
社
会
・

援
護
局
保
護

課
の
生
沼
純

一
課
長
補
佐

と
千
葉
樹
係

長
が
応
対
し

た
。

　

協
会
は
、

尼
崎
市
が
２

０
１
８
年
度

に
実
施
し
た

生
活
保
護
指

定
医
療
機
関

へ
の
個
別
指

導
18
件
の
う

ち
、
過
誤
調

整
が
９
件
・

７
５
９
３
万
円
（
返
還
を
指
摘
さ

れ
た
医
療
機
関
平
均
８
４
３
万

円
）
に
も
お
よ
ん
で
お
り
、
返
還

事
例
の
多
く
が
同
一
患
者
に
対
す

る
在
宅
時
医
学
総
合
管
理
料
の
複

数
医
療
機
関
に
よ
る
算
定
で
あ
る

と
説
明
。
各
医
療
機
関
の
自
己
努

力
だ
け
で
は
他
院
で
の
算
定
状
況

の
把
握
に
限
界
が
あ
り
、
尼
崎
市

自
身
も
レ
セ
プ
ト
点
検
し
て
こ
な

か
っ
た
事
項
を
、
個
別
指
導
に
よ

っ
て
５
年
間
遡
及
し
て
返
還
を
求

め
る
こ
と
は
、「
制
度
の
趣
旨
、

医
療
扶
助
に
関
す
る
事
務
取
扱
等

の
周
知
徹
底
を
図
る
」（
厚
労
省

「
生
活
保
護
法
に
よ
る
医
療
扶
助

運
営
要
領
」）
と
い
う
指
導
の
目

的
か
ら
も
逸
脱
し
て
い
る
と
訴
え

た
。

よ
い
話
」
と
説
明
。
そ
の
上
で
、

「
被
保
護
者
の
不
正
受
給
な
ど
に

対
す
る
行
政
処
分
で
は
、
返
還
金

請
求
を
行
使
で
き
る
遡
及
期
間
は

５
年
だ
が
、
そ
も
そ
も
過
誤
調
整

・
自
主
返
還
に
時
効
と
い
う
概
念

は
な
い
」
と
述
べ
た
。

　

協
会
が
「『
自
主
返
還
』
と
い

う
の
は
行
政
と
医
療
機
関
に
よ
る

話
し
合
い
、
一
種
の
和
解
的
な
も

の
で
、
尼
崎
市
が
返
還
期
間
を
１

年
に
し
た
か
ら
と
い
っ
て
、
残
り

の
４
年
分
を
同
市
が
国
に
返
還
す

る
必
要
は
な
い
と
い
う
こ
と
か
」

と
確
認
す
る
と
、「
そ
の
通
り

だ
。
行
政
処
分
に
よ
る
債
権
回
収

と
は
別
問
題
だ
」「
誤
解
が
生
じ

て
い
る
か
も
し
れ
な
い
の
で
、
尼

崎
市
に
事
実
関
係
を
確
認
す
る
」

と
返
答
し
た
。

　

協
会
は
ま
た
、
個
別
指
導
以
外

で
も
、
医
師
で
な
い
市
職
員
が
主

治
医
の
医
学
的
判
断
に
事
実
上
介

入
し
訪
問
診
療
な
ど
を
や
め
さ
せ

る
よ
う
な
ケ
ー
ス
が
あ
る
こ
と
も

指
摘
し
、
改
善
を
求
め
た
。

尼崎市による生活保護個別指導での自主返還問題

厚労省「遡及期間に疑義」厚労省「遡及期間に疑義」

森岡副理事長（右３人目）と医療機関職員が厚労省（左２人）に要請書を
提出し改善を求めた

　

明
石
支
部
は
８
月
17
日
、
第
15
回
目
と
な
る

納
涼
懇
親
会
「
大
蔵
海
岸
Ｚ
Ａ
Ｚ
Ａ
Ｚ
Ａ
バ
ー

ベ
キ
ュ
ー
！
」
を
開
催
し
た
。
９
医
療
機
関
か

ら
、
医
師
や
医
療
機
関
ス
タ
ッ
フ
・
家
族
ら
70

人
が
参
加
。
明
石
海
峡
大
橋
を
間
近
に
臨
む
ロ

ケ
ー
シ
ョ
ン
で
バ
ー
ベ
キ
ュ
ー
を
楽
し
ん
だ
。

明石支部　第15回納涼懇親会明石支部　第15回納涼懇親会

明石海峡大橋をバックに参加者全員で記念撮影

談 話 参
議
院
選
挙
結
果
に
つ
い
て

医
療
改
悪
を
許
さ
な
い

取
り
組
み
へ
の
ご
協
力
を

政
策
部
長　
　

加
藤　

擁
一

　

７
月
21
日
に
行
わ
れ
た
第
25

回
参
議
院
選
挙
は
、
前
回
よ
り

定
数
３
増
の
１
２
４
議
席
が
争

わ
れ
た
。
自
公
両
党
は
71
議
席

を
獲
得
、
非
改
選
議
席
と
合
わ

せ
て
引
き
続
き
過
半
数
を
確
保

し
た
が
、
改
選
前
よ
り
７
議
席

減
ら
し
た
。
立
憲
民
主
党
な
ど

４
野
党
１
会
派
は
、
32
の
全
１

人
区
で
野
党
共
闘
を
行
い
候
補

者
を
一
本
化
、
10
議
席
を
獲
得

し
、
改
選
前
よ
り
８
議
席
を
増

や
し
善
戦
し
た
。
消
費
税
引
き

下
げ
を
正
面
に
掲
げ
た
〝
れ
い

わ
新
選
組
〞
の
健
闘
も
、
特
筆

す
べ
き
で
あ
る
。

　

安
倍
首
相
は
改
憲
を
主
要
争

点
と
し
て
い
た
が
、
自
公
両
党

に
、
改
憲
に
積
極
的
な
維
新
の

会
や
一
部
無
所
属
議
員
を
加
え

た
〝
改
憲
派
〞
は
、
改
憲
の
発

議
に
必
要
な
、
３
分
の
２
を
割

っ
た
。
性
急
な
改
憲
に
反
対
す

る
民
意
の
表
れ
で
あ
る
。〝
憲

法
を
守
り
、
憲
法
ど
お
り
の
国

づ
く
り
を
め
ざ
す
こ
と
〞
を
開

業
保
険
医
の
重
点
要
求
の
一
つ

と
し
て
掲
げ
た
私
た
ち
と
し
て

は
、
こ
れ
を
歓
迎
す
る
と
と
も

に
、
安
倍
首
相
に
は
９
条
を
は

じ
め
と
す
る
改
憲
を
断
念
す
る

よ
う
強
く
求
め
る
。

　

一
方
、
今
回
の
投
票
率
は
50

％
を
割
り
込
み
、
過
去
２
番
目

に
低
い
数
字
と
な
っ
た
。
日
本

の
民
主
主
義
に
と
っ
て
憂
慮
す

べ
き
事
態
で
あ
る
。
さ
ま
ざ
ま

な
原
因
が
指
摘
さ
れ
て
い
る

が
、
通
常
国
会
後
半
に
お
い

て
、
野
党
の
予
算
委
員
会
開
催

要
求
を
拒
否
す
る
な
ど
、
選
挙

戦
の
争
点
論
争
か
ら
逃
げ
た
、

安
倍
首
相
の
姿
勢
に
大
き
な
要

因
が
あ
る
と
指
摘
し
た
い
。
ま

た
、
改
憲
・
消
費
税
・
社
会
保

障
な
ど
、
さ
ま
ざ
ま
な
争
点
を

報
道
す
る
マ
ス
コ
ミ
に
も
、
一

考
を
要
請
し
た
い
。
多
く
の
国

民
が
政
治
に
無
力
感
を
抱
き
、

選
挙
に
無
関
心
に
な
る
こ
と
ほ

ど
、
恐
ろ
し
い
こ
と
は
な
い
。

　

参
院
選
後
、
医
療
・
社
会
保

障
の
改
悪
計
画
が
目
白
押
し
で

あ
る
。
75
歳
以
上
の
窓
口
負
担

２
割
化
や
、
市
販
品
類
似
薬
の

保
険
外
し
な
ど
が
計
画
さ
れ
、

国
民
皆
保
険
制
度
を
形
骸
化
さ

せ
る
恐
れ
の
あ
る
日
米
Ｆ
Ｔ
Ａ

交
渉
が
始
ま
る
。
消
費
税
増
税

で
、
国
民
の
暮
ら
し
と
医
院
経

営
が
さ
ら
に
悪
化
す
る
こ
と
も

危
惧
さ
れ
る
。
秋
の
新
国
会
に

向
け
て
、
国
民
医
療
を
守
る
立

場
か
ら
こ
れ
ら
の
改
悪
に
反
対

運
動
を
強
め
る
と
と
も
に
、
来

春
の
診
療
報
酬
改
定
で
も
、
前

進
を
勝
ち
取
っ
て
い
き
た
い
。

署
名
運
動
や
国
会
行
動
な
ど
、

会
員
の
先
生
方
の
さ
ら
な
る
ご

協
力
を
お
願
い
し
た
い
。

自
主
返
還
は「
和
解
的
な
も
の
」

ストップ消費税10％署名にご協力を！
8
月
21
日
現
在

２
５
７
８
筆

ご
注
文
は
☎
078
ー
393
ー

１
８
０
７
ま
で

集
ま
っ
た
署
名
は

協
会
ま
で
ご
返
送
く
だ
さ
い

ス
ト
ッ
プ
消
費
税
10
％
署
名

研
面
究 保険診療のてびき

日常診療でよくみる手の疾患について ６面

今 　 号 　の　記　事今 　 号 　の　記　事
主張　沖縄基地問題
　　　沖縄を二度と捨て石にしてはならない ２面

第49回保団連夏季セミナー　参加記 ３面

　

古
今
東
西
、
隣
接

す
る
国
家
間
は
仲
が

悪
い
こ
と
が
多
い
。

仲
が
悪
い
の
で
国
境

や
海
峡
で
一
線
を
画

す
と
も
言
え
る
。
仲
が
良
か
っ
た

ら
連
邦
国
家
か
帝
国
に
な
っ
て
い

る
。
歴
代
中
国
の
王
朝
と
朝
鮮
や

ベ
ト
ナ
ム
、
英
仏
、
独
仏
、
イ
ス

ラ
エ
ル
と
ア
ラ
ブ
諸
国
、
イ
ン
ド

と
パ
キ
ス
タ
ン
等
々
▼
最
近
の
日

韓
は
為
政
者
が
国
民
を
煽
動
し
、

外
に
敵
を
作
る
こ
と
に
よ
り
、
国

内
の
不
平
不
満
を
外
へ
向
け
さ

せ
、
結
果
的
に
政
権
与
党
へ
の
求

心
力
を
上
げ
よ
う
と
し
て
い
る
。

歴
史
的
に
は
専
制
国
王
や
皇
帝

が
、
国
論
を
挙
国
一
致
さ
せ
、
対

外
戦
争
へ
誘
導
し
よ
う
と
し
た
こ

と
も
あ
る
。
フ
ラ
ン
ス
皇
帝
ナ
ポ

レ
オ
ン
３
世
は
内
政
の
失
敗
と
偉

大
な
伯
父
と
比
較
さ
れ
る
の
を
嫌

っ
て
意
図
的
に
外
に
敵
を
作
っ
て

（
安
倍
首
相
と
似
て
い
る
）、
ア

ロ
ー
戦
争
や
普
仏
戦
争
を
仕
掛
け

た
。
仏
独
間
の
遺
恨
は
そ
の
後
も

続
い
た
。
そ
れ
は
何
も
国
家
と
い

う
巨
大
なGesellschaft

（
利
益

社
会
）
だ
け
で
な
い
、
家
族
と
い

うGemeinschaft

（
共
同
体
）
に

於
い
て
も
。
外
に
敵
を
作
る
と
日

頃
仲
の
悪
い
兄
弟
で
も
一
致
協
力

す
る
。
人
間
と
は
そ
う
い
う
も
の

だ
▼
政
権
与
党
や
一
部
の
マ
ス
コ

ミ
は
誇
張
し
て
国
民
を
唆

そ
そ
の
かし

ア
ジ

テ
ー
ト
す
る
。
韓
国
も
不
況
で
若

年
失
業
者
が
増
え
、
日
本
の
安
倍

内
閣
も
ア
ベ
ノ
ミ
ク
ス
の
失
敗
、

北
方
領
土
、
拉
致
問
題
等
々
、
公

約
の
進
展
は
な
い
。
為
政
者
は
隣

国
を
敵
視
し
て
、
国
民
の
結
束
を

促
そ
う
と
す
る
。
同
類
相
憐
れ

む
。
日
韓
の
両
首
脳
は
政
権
与
党

へ
の
求
心
力
を
高
め
る
た
め
、
恣

意
的
に
外
敵
を
作
っ
て
い
る
よ
う

だ
が
、
賢
明
な
る
国
民
は
冷
静
に

な
っ
て
こ
の
茶
番
劇
に
早
く
気
付

い
て
ほ
し
い
。
愚
者
は
経
験
に
学

ぶ
が
、
賢
者
は
歴
史
に
学
ぶ
（
鼻
）

９
月
１
日
よ
り
秋
の
共
済
制
度
普
及
開
始
し
ま
す
！

９
月
１
日
よ
り
秋
の
共
済
制
度
普
及
開
始
し
ま
す
！
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沖
縄
を
二
度
と

捨
て
石
に
し
て
は
な
ら
な
い

沖
縄
基
地
問
題

保険で

よ
り
良
い

歯
科
医
療
を

　署名
インタビ

ュー③

　

「
保
険
で
よ
り
良
い
歯
科
医
療

を
求
め
る
請
願
署
名
」
へ
の
医
療

機
関
の
取
り
組
み
を
紹
介
す
る
イ

ン
タ
ビ
ュ
ー
。
今
回
は
姫
路
市
・

小
松
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
小
松
盛

樹
先
生
に
お
話
を
伺
っ
た
。

　　

署
名
項
目
に
あ
る
と
お
り
、
窓

口
負
担
の
割
合
を
下
げ
ら
れ
れ
ば

患
者
さ
ん
の
治
療
費
が
減
り
、
保

険
の
き
く
範
囲
が
広
が
れ
ば
自
費

が
減
り
治
療
し
や
す
く
な
り
ま

す
。
診
療
報
酬
を
含
め
た
歯
科
医

療
費
の
確
保
も
訴
え
て
い
る
こ
と

も
大
事
で
す
。
せ
め
て
再
診
料
は

医
科
な
み
に
引
き
上
げ
て
ほ
し
い

で
す
。

　

署
名
を
集
め
る
工
夫
と
し
て
、

受
け
払
い
返
信
封
筒
と
セ
ッ
ト
で

患
者
さ
ん
に
窓
口
で
お
渡
し
す
る

と
、
と
て
も
効
果
的
で
し
た
。
ち

ょ
う
ど
消
費
税
を
扱
っ
た
ク
イ
ズ

チ
ラ
シ
も
集
め
て
い
た
の
で
、
ク

イ
ズ
の
回
答
と
あ
わ
せ
て
署
名
も

書
い
て
投
函
す
る
よ
う
お
願
い
し

ま
し
た
ら
、
ほ
と
ん
ど
の
患
者
さ

ん
が
返
送
く
だ
さ
っ
て
い
ま
す
。

　

こ
れ
か
ら
も
景
品
付
き
ク
イ
ズ

チ
ラ
シ
の
よ
う
な
、
患
者
さ
ん
に

気
軽
に
楽
し
く
医
療
制
度
に
つ
い

て
知
っ
て
い
た
だ
く
取
り
組
み
を

続
け
て
ほ
し
い
で
す
。
そ
う
す
れ

　

保
団
連
近
畿
ブ
ロ
ッ
ク
・
近
畿

反
核
医
師
懇
談
会
は
７
月
21
日
、

大
阪
協
会
に
て
市
民
公
開
講
座

「
安
倍
政
権
と
メ
デ
ィ
ア
―
民
主

主
義
と
は
何
か
」
を
開
催
。
近
畿

の
各
地
よ
り
医
師
・
歯
科
医
師
ら

２
２
７
人
が
参
加
し
た
。
同
講
座

は
、
９
月
に
開
催
さ
れ
る
「
反
核

医
師
・
医
学
者
の
つ
ど
い
」（
詳

細
下
記
）
の
プ
レ
企
画
と
し
て
開

催
し
た
も
の
。
白
岩
一
心
先
生
の

参
加
記
を
紹
介
す
る
。

　

今
年
９
月
に
京
都
で
開
催
さ
れ

る
「
反
核
医
師
・
医
学
者
の
つ
ど

い
」
の
プ
レ
企
画
に
参
加
し
た
。

講
師
は
、
東
京
新
聞
・
社
会
部
記

者
の
望
月
衣
塑
子
さ
ん
で
、
今
の

メ
デ
ィ
ア
・
マ
ス
コ
ミ
界
で
、
最

も
輝
い
て
い
る
女
性
の
１
人
で
あ

る
。
官
邸
の
記
者
会
見
で
の
、
菅

官
房
長
官
と
の
や
り
取
り
で
、
全

国
民
か
ら
注
目
さ
れ
て
い
る
女
性

で
も
あ
る
。

　

講
演
で
は
、
憲
法
で
保
障
さ
れ

う
」
を
信
念
に
、
官
邸
の
隠
蔽
体

質
や
報
道
規
制
に
対
し
て
真
っ
向

勝
負
を
挑
む
マ
シ
ン
ガ
ン
ト
ー
ク

に
共
感
し
、
深
く
感
服
し
た
。
官

邸
の
あ
ら
ゆ
る
弾
圧
に
屈
し
て
は

な
ら
な
い
と
、
現
状
を
生
の
声
で

こ
れ
で
も
か
と
講
演
さ
れ
た
。

　

そ
し
て
、
す
ぐ
に
解
決
し
な
い

多
種
多
様
の
問
題
も
、
国
民
一
人

ひ
と
り
が
勇
気
を
出
し
て
現
政
権

に
立
ち
向
か
う
こ
と
で
、
市
民
の

結
集
が
高
ま
る
と
訴
え
ら
れ
た
。

日
本
の
武
器
輸
出
に
つ
い
て
真
っ

向
か
ら
問
題
提
起
し
、
沖
縄
問

題
、
集
団
的
自
衛
権
に
絡
む
安
保

法
制
、
日
米
の
二
カ
国
間
防
衛
の

根
深
い
外
交
政
策
の
課
題
も
お
話

し
さ
れ
た
の
が
印
象
深
い
。

　

緻
密
な
現
場
取
材
の
上
に
、
地

域
住
民
の
声
、
さ
ら
に
は
官
僚
の

人
た
ち
に
も
積
極
的
に
取
材
さ
れ

て
い
る
。
す
ご
い
エ
ネ
ル
ギ
ー
や

パ
ワ
ー
を
感
じ
取
っ
た
。
安
倍
総

理
の
掲
げ
る
憲
法
９
条
加
憲
反

◇
出
席　

20
人

◇
情
勢　

日
経
新
聞
は
、
処
方
さ

れ
る
市
販
Ｏ
Ｔ
Ｃ
類
似
薬
の
薬
剤

費
総
額
が
５
千
億
円
を
超
す
と
報

道
。
同
紙
は
「
症
状
が
軽
い
人
が

進
ん
で
市
販
薬
を
利
用
す
れ
ば
、

そ
の
分
保
険
を
使
う
費
用
を
抑
え

ら
れ
る
」「
一
律
に
保
険
を
使
う

制
度
を
改
め
、
代
え
が
き
か
な
い

新
薬
に
財
源
を
振
り
向
け
る
必
要

が
あ
る
」
と
主
張
し
て
い
る
。

◇
医
療
運
動
対
策　

保
団
連
か
ら

の
「
診
療
報
酬
の
引
き
上
げ
等
を

求
め
る
要
請
署
名
（
会
員
署
名
）」

に
つ
い
て
文
案
の
討
議
要
請
を
受

け
、
保
団
連
に
意
見
を
提
出
す
る

こ
と
等
が
承
認
さ
れ
た
。

◇
医
療
活
動
報
告　

２
０
２
０
年

診
療
報
酬
改
定
に
向
け
た
中
医
協

で
の
議
論
が
紹
介
さ
れ
、
冊
子

対
、
緊
急
事
態
条
項
反
対
、
現
政

権
下
で
の
憲
法
改
正
反
対
、
核
兵

器
廃
絶
、
戦
争
を
し
な
い
国
づ
く

り
が
最
も
大
切
だ
と
の
主
張
に
も

強
く
賛
同
で
き
た
。

　

映
画
『
新
聞
記
者
』
の
原
作
者

で
も
あ
り
、
今
後
の
多
方
面
で
の

ご
活
躍
も
期
待
さ
れ
る
。
質
疑
応

答
の
中
で
も
、
消
費
税
増
税
が
社

会
保
障
の
財
源
に
回
ら
ず
に
、
戦

闘
機
の
購
入
代
や
大
企
業
の
法
人

税
優
遇
、
個
人
の
富
裕
層
の
税
制

優
遇
に
つ
な
が
る
懸
念
も
語
ら
れ

た
。

　

９
月
の
「
反
核
医
師
・
医
学
者

の
つ
ど
い
」
の
プ
レ
企
画
に
ふ
さ

わ
し
い
内
容
で
、
今
を
と
き
め
く

望
月
記
者
の
熱
い
ト
ー
ク
に
時
間

を
忘
れ
た
。
主
権
は
国
民
に
存
す

る
こ
と
を
改
め
て
認
識
し
、
希
望

に
溢
れ
る
語
り
口
は
、
多
く
の
参

加
者
を
勇
気
付
け
る
内
容
に
終
始

し
て
い
た
。

【
赤
穂
郡
・
歯
科　
白
岩　

一
心
】

『
２
０
２
０
年
診
療
報
酬
改
定
に

向
け
た
保
団
連
要
求
』
が
発
行
さ

れ
た
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
組
織
強
化
月
間
と
共
済
普
及
対

策　

実
増
53
人
で
会
員
数
は
総
会

目
標
を
突
破
し
、
７
５
３
２
人
と

な
っ
た
こ
と
等
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
歯
科
部
会　

「
保
険
で
よ
り
良

い
歯
科
医
療
を
求
め
る
」
請
願
署

名
の
到
達
が
、
７
／
27
現
在
４
１

５
２
筆
、
協
力
会
員
２
６
１
人

（
う
ち
歯
科
会
員
１
５
１
人
、
歯

科
会
員
協
力
率
６
・
８
％
）
と
な

っ
た
こ
と
、
11
月
28
日
の
署
名
提

出
集
会
ま
で
に
目
標
１
万
５
千
筆

の
達
成
を
め
ざ
し
、
取
り
組
み
を

強
め
る
こ
と
が
報
告
さ
れ
た
。

◇
環
境
公
害
対
策
部　

環
境
省

「
石
綿
ば
く
露
者
の
健
康
管
理
に

係
る
試
行
調
査
の
主
な
結
果
及
び

今
後
の
考
え
方
（
中
間
と
り
ま
と

め
）」
へ
の
反
対
声
明
の
提
出
等

が
承
認
さ
れ
た
。

 

（
７
月
27
日　

理
事
会
よ
り
）

た
表
現
の
自
由
、
言
論
の
自

由
を
守
り
抜
く
姿
勢
を
、
あ

る
意
味
命
が
け
で
訴
え
て
お

ら
れ
た
。
そ
し
て
真
実
を
、

新
聞
、
著
書
、
ネ
ッ
ト
上
の

Ｓ
Ｎ
Ｓ
な
ど
を
フ
ル
に
活
か

し
て
伝
え
ら
れ
て
い
る
現
状

を
分
か
り
や
す
く
ご
講
演
さ

れ
た
。

　

「
は
っ
き
り
自
分
の
意
見

を
取
材
に
基
づ
い
て
言
お

ば
署
名
も
集
め
や
す
く

な
り
ま
す
。

　

患
者
さ
ん
へ
の
お
願

い
は
窓
口
で
ス
タ
ッ
フ

に
動
い
て
も
ら
っ
て
い

て
助
か
っ
て
い
ま
す
。

ポ
ケ
ッ
ト
テ
ィ
ッ
シ
ュ

署
名
も
あ
り
ま
す
の

で
、
チ
ェ
ア
サ
イ
ド
で

患
者
さ
ん
が
お
口
を
拭

か
れ
る
際
に
お
渡
し
し

て
、
私
か
ら
も
署
名
の

協
力
を
勧
め
た
い
と
思

い
ま
す
。

ス
タ
ッ
フ
の
協
力
で

　

署
名
を
集
め
る
工
夫
を

政
権
に
挑
む
姿
勢
に

勇
気
付
け
ら
れ
た

望
月
東
京
新
聞
記
者
が
講
演

姫
路
市
・
小
松
歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　
　

小
松　

盛
樹
先
生

ご協力をお願いします
お問い合わせは、
　　☎078－393－1809まで

「保険でより良い」歯科署名

８月21日現在

4662筆

反
核
医
師
の
つ
ど
い
プ
レ
企
画
・
市
民
公
開
講
座

　

８
月
15
日
、

74
回
目
の
終
戦

の
日
に
多
く
の

議
員
が
靖
国
神

社
を
参
拝
し
、

全
国
戦
没
者
追
悼
式
で
安
倍
首

相
は
、
加
害
と
反
省
に
言
及
す

る
こ
と
な
く
原
稿
を
読
み
終
え

た
。
徴
用
工
問
題
に
端
を
発
す

る
韓
国
へ
の
報
復
措
置
、
参
院

選
で
見
ら
れ
た
反
対
意
見
を
叫

ぶ
聴
衆
を
強
制
的
に
排
除
す
る

警
察
の
特
高
さ
な
が
ら
の
暴

挙
、
表
現
の
自
由
に
対
す
る
犯

罪
的
な
脅
迫
を
自
治
体
は
甘
受

し
、
警
察
は
捜
査
す
ら
し
な

い
。
こ
ん
な
光
景
に
対
し
て
ジ

ャ
ー
ナ
リ
ズ
ム
は
静
観
の
構
え

を
崩
さ
ず
、
多
く
の
国
民
も
ま

た
問
題
意
識
を
抑
え
込
み
、
忖

度
の
流
れ
に
身
を
任
せ
て
い

る
。

　

そ
ん
な
日
本
に
あ
っ
て
、
唯

民
投
票
、
４
月
の
衆
院
補
選
、

そ
し
て
６
月
の
参
院
選
に
お
い

て
い
ず
れ
も
政
府
が
強
引
に
推

し
進
め
る
米
軍
の
辺
野
古
新
基

地
建
設
に
対
し
て
明
確
に
「
Ｎ

ｏ
！
」
の
意
思
を
示
し
て
き

一
政
権
に
抗

う
地
域
が
沖

縄
だ
。
沖
縄

県
民
は
、
昨

年
９
月
の
県

知
事
選
、
今

年
２
月
の
県

万
人
）
が
亡

く
な
っ
た
と

さ
れ
る
。
そ

し
て
、
沖
縄

を
本
土
か
ら

切
り
離
す

「
捨
て
石
」

　

沖
縄
は
、
先
の
大
戦
で
日
本

の
捨
て
石
に
さ
れ
た
経
験
を
持

つ
。
米
軍
が
沖
縄
に
上
陸
す
る

こ
と
が
確
実
に
な
っ
た
１
９
４

５
年
初
頭
、
皇
土
（
本
土
）
防

衛
の
時
間
稼
ぎ
の
た
め
の
「
捨

た
。
し
か
し
、
政
府
は
こ
の
強

烈
な
民
意
を
意
に
介
す
こ
と
な

く
、
基
地
建
設
の
た
め
に
辺
野

古
沿
岸
の
埋
め
立
て
を
続
け
て

い
る
。

の
構
図
は
今
も
続
い
て
い
る
。

　

こ
の
１
年
間
、
そ
の
構
図
は

よ
り
鮮
明
に
な
っ
た
。
沖
縄
の

負
担
を
軽
減
し
県
民
に
寄
り
添

う
と
い
う
言
葉
と
は
裏
腹
に
、

こ
の
道
し
か
な
い
と
基
地
を
押

て
石
」
と
さ
れ
、
米
軍
と
の
激

し
い
地
上
戦
の
島
と
な
っ
た
。

こ
の
戦
い
に
は
兵
士
だ
け
で
な

く
多
く
の
民
間
人
も
駆
り
出
さ

れ
、
県
民
の
４
人
に
１
人
（
12

し
付
け
る
安
倍
政
権
で
あ
る
。

改
憲
論
議
は
参
議
院
選
挙
結
果

に
よ
っ
て
民
意
を
得
た
と
言
い

な
が
ら
、
辺
野
古
へ
の
投
票
結

果
は
一
顧
だ
に
し
な
い
と
い
う

矛
盾
し
た
姿
勢
を
崩
そ
う
と
し

な
い
。

　

私
た
ち
は
沖
縄
を
二
度
と
捨

て
石
に
し
て
は
な
ら
な
い
。
イ

ー
ジ
ス
・
ア
シ
ョ
ア
配
備
を
巡

っ
て
秋
田
で
は
ほ
こ
ろ
び
が
見

え
た
。
次
の
捨
て
石
を
作
ら
せ

な
い
た
め
に
は
、
辺
野
古
を
沖

縄
だ
け
の
問
題
に
せ
ず
全
国
民

が
自
分
事
と
捉
え
、
反
対
の
意

思
を
行
動
で
示
す
こ
と
だ
と
銘

記
し
よ
う
。

支　 部　 の　 催　 物　 案　 内支　 部　 の　 催　 物　 案　 内

「事実と想像－判断情報は事実ですか？
 思いこみではないですか？」
日　時　８月31日（土）15時～17時
会　場　西宮市立勤労会館４階第７会議室
講　師　西宮市・伊賀内科循環器科院長
　　　　伊賀　幹二先生

■西宮・芦屋支部■第８回ファイアサイド・ディスカッション

「医療安全への二つのアプローチ
 Safety-I&Safety-II」
日　時　９月14日（土）15時～16時30分
会　場　西宮市勤労会館３階第８会議室
講　師　 大阪大学医学部附属病院中央クオ

リティマネジメント部　教授・部
長・病院長補佐　中島　和江先生

■西宮・芦屋支部■リスクマネジメント研究会

「心通わす接遇～対応の基本とクレーム処理～」
日　時　８月31日（土）14時～16時
会　場　 コミセンおのコミュニティホール
講　師　元キャビンアテンダント
　　　　西岡ひとみ氏
参加費　1000円

■北播支部■職員接遇研修会

「農村部におけるこれからの地域医療とは
～佐久総合病院における取り組みの実際～」
日　時　９月22日（日）14時30分～
会　場　公立豊岡病院２階講堂
講　師　 JA厚生連・佐久総合病院地域

医療部　国際保健医療科・地域
ケア科医長　色平　哲郎先生

■但馬支部■第33回総会・記念講演

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1801まで お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1807まで

第30回反核医師のつどい in 京都第30回反核医師のつどい in 京都
日　時　 ９月14日（土）14時～18時30分　９月15日（日）９時30分～12時30分
会　場　メルパルク京都（JR京都駅から徒歩１分）
１日目　 記念講演「核兵器禁止条約とトランプの核政策」
　　　　黒澤満大阪女学院大学教授
　　　　特別シンポジウム「金融機関の核兵器製造企業への融資を止めさせよう」
　　　　 講演①「Don't Bank on the Bombについて」
　　　　 スージー・スナイダーPAX核軍縮プログラム・マネジャー
　　　　 講演②「クラスター爆弾廃絶における金融機関への働きかけの意義」
　　　　 目加田説子中央大学総合政策学部教授
　　　　レセプション
２日目　 特別講演「私が大飯原発を止めた理由」
　　　　樋口英明元福井地裁裁判長
　　　　 講演「北東アジア非核化のために私たちにできること」
　　　　 中村桂子長崎大学核兵器廃絶研究センター准教授
参加費　 医師・歯科医師5000円、医療関係者2000円、医・歯学生1000円
※終了後オプション企画もあり

スタッフとともに署名を集めている
と語る小松先生（中央）　　　　　

望
月
記
者
が
、
表
現
・
言
論
の
自
由
を

守
る
大
切
さ
を
熱
く
訴
え
た　
　
　
　

参 加 記
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７
月
28
日
に
開
催
さ
れ
た
新
規

開
業
医
研
修
会
に
全
日
で
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
当
院
は

昨
年
10
月
に
開
業
し
て
お
り
、
あ

る
程
度
の
こ
と
は
分
か
っ
て
い
る

と
思
っ
て
い
ま
し
た
が
、
お
話
を

聞
い
て
初
め
て
知
る
こ
と
も
多
数

あ
り
ま
し
た
。
今
回
の
研
修
会
の

項
目
は
、
①
新
規
個
別
指
導
対

策
、
②
保
険
診
療
と
保
険
請
求
の

要
点
、
③
新
規
開
業
に
必
要
な
税

す
る
点
が
異
な
る

と
い
う
こ
と
が
分

か
り
、
大
変
参
考

に
な
り
ま
し
た
。

　

税
務
対
策
に
つ

い
て
は
、
当
院
は

税
理
士
さ
ん
に
お

願
い
し
て
お
り
ま

す
が
、
最
低
限
理

務
対
策
、
④
開
業
時
の
労
務
で
し

た
。

　

新
規
個
別
指
導
対
策
の
研
修
で

は
、
指
導
時
に
録
音
を
す
る
こ
と

な
ど
を
教
え
て
い
た
だ
き
大
変
有

意
義
で
し
た
。
ま
た
、
カ
ル
テ
記

載
上
の
注
意
に
つ
い
て
は
細
か
い

注
意
点
を
教
え
て
い
た
だ
い
た
の

で
大
変
参
考
に
な
り
ま
し
た
。
保

険
診
療
と
保
険
請
求
の
要
点
に
つ

い
て
は
、
今
ま
で
私
は
島
根
県
で

診
療
を
し
て
お
り
ま
し
た
が
、
兵

庫
県
で
は
保
険
請
求
の
時
に
注
意

解
し
て
お
い
た
方
が
い
い
こ
と
を

教
え
て
い
た
だ
き
、
な
る
ほ
ど
と

思
い
ま
し
た
。
一
番
知
ら
な
い
こ

と
が
多
か
っ
た
の
が
労
務
に
つ
い

て
で
し
た
。
一
人
で
も
職
員
を
雇

っ
た
場
合
考
え
な
く
て
は
な
ら
な

い
労
働
保
険
な
ど
に
つ
い
て
は
、

初
め
て
聞
く
こ
と
ば
か
り
で
し

た
。
今
回
研
修
の
あ
っ
た
４
項
目

は
開
業
に
あ
た
っ
て
大
変
重
要
な

こ
と
で
あ
る
こ
と
が
よ
く
分
か
り

ま
し
た
。

　

し
か
し
重
要
な
こ
と
が
多
く
、

ま
だ
消
化
し
き
れ
て
い
ま
せ
ん
。

資
料
も
た
く
さ
ん
い
た
だ
い
た
の

で
再
度
目
を
通
し
、
分
か
ら
な
い

こ
と
は
税
理
士
さ
ん
や
労
務
士
さ

ん
に
聞
き
整
理
し
て
お
こ
う
と
思

い
ま
す
。
こ
の
よ
う
な
大
変
有
意

義
な
研
究
会
を
開
い
て
い
た
だ

き
、
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま
し

た
。 

【
加
西
市　

加
川　

玲
子
】

　

近
年
、
高
齢
者
の
肺
炎
と
い
え

ば
誤
嚥
性
肺
炎
で
、
そ
し
て
誤
嚥

性
肺
炎
の
予
防
に
は
口
腔
ケ
ア
が

重
要
で
あ
る
と
い
う
こ
と
も
一
般

的
に
知
ら
れ
る
よ
う
に
な
り
ま
し

た
。
今
回
、
誤
嚥
性
肺
炎
の
発
生

率
低
下
の
た
め
に
口
腔
ケ
ア
が
有

効
で
あ
る
こ
と
を
、
日
本
で
初
め

て
追
跡
調
査
を
デ
ー
タ
化
し
、
厚

労
省
に
示
さ
れ
そ
の
重
要
性
を
提

唱
さ
れ
た
、
米
山
武
義
先
生
の
お

話
を
聞
き
た
い
と
思
い
、
参
加
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。

　

超
高
齢
社
会
と
な
っ
て
き
た
現

在
、
歯
と
口
腔
の
働
き
が
高
齢
者

に
と
っ
て
非
常
に
重
要
で
あ
る
こ

と
は
、
今
の
歯
科
の
現
揚
で
は
当

た
り
前
で
す
が
、
先
生
は
特
別
養

護
老
人
ホ
ー
ム
で
の
口
腔
ケ
ア
の

関
わ
り
か
ら
見
え
て
き
た
施
設
内

で
の
肺
炎
や
原
因
不
明
の
発
熱
の

発
症
率
の
減
少
、
変
化
に
気
づ

き
、
そ
こ
か
ら
介
護
の
現
場
に
口

腔
ケ
ア
を
広
げ
て
い
か
れ
た
こ
と

は
、
ま
さ
し
く
多
職
種
と
の
連
携

だ
と
思
い
ま
し
た
。

　

誰
し
も
高
齢
者
と
な
っ
た
時
、

先
生
が
お
っ
し
ゃ
っ
て
い
た
よ
う

に
健
康
長
寿
で
最
後
は
穏
や
か
に

過
ご
し
た
い
と
考
え
る
と
思
い
ま

す
。
そ
の
た
め
の
健
康
の
基
本
と

し
て
、
快
食
、
快
便
、
快
眠
を
挙

げ
ら
れ
、
食
べ
ら
れ
る
こ
と
は
生

き
が
い
に
つ
な
が
る
と
い
う
こ
と

を
改
め
て
感
じ
ま
し
た
。
ま
た
、

調
査
デ
ー
タ
の
中
で
口
腔
ケ
ア
群

関
わ
り
続
け
て
い
く
こ
と
は
と
て

も
重
要
だ
と
感
じ
ま
し
た
。
貴
重

な
ご
講
演
あ
り
が
と
う
ご
ざ
い
ま

し
た
。

【
西
区　

な
で
し
こ
歯
科

歯
科
衛
生
士 

馬
貝
塚
智
恵
】

議
論
の
中
で
共
通
し
た
キ
ー
ワ
ー

ド
は
、「
所
得
の
再
分
配
」「
デ
フ

レ
下
の
消
費
税
増
税
反
対
」「
応

能
負
担
の
原
則
」「
現
金
給
付
で

な
く
現
物
給
付
」
で
あ
っ
た
。
全

国
各
地
か
ら
参
加
さ
れ
た
先
生
方

と
の
交
流
や
議
論
も
白
熱
し
た
。

　

国
民
の
生
命
と
財
産
を
守
る
の

は
、
現
憲
法
で
あ
り
、「
主
権
在

民
、
基
本
的
人
権
の
尊
重
、
平
和

主
義
」
の
三
大
理
念
は
必
ず
守
ら

れ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。
忍
び
寄

る
新
自
由
主
義
の
悪
政
や
自
己
責

任
論
に
負
け
て
は
い
ら
れ
な
い
。

夏
季
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
て
得
ら

れ
た
体
験
を
、
地
域
医
療
を
担
う

中
で
必
ず
生
か
し
た
い
。

　

帰
路
、
セ
ミ
ナ
ー
会
場
の
永
田

町
か
ら
紀
尾
井
坂
、
四
ツ
谷
駅
ま

で
、
加
藤
擁
一
副
理
事
長
と
ご
一

緒
し
て
歩
く
中
で
、
明
治
維
新
の

お
話
や
大
久
保
利
通
氏
の
暗
殺
現

場
の
記
念
碑
を
眺
め
な
が
ら
、
２

日
間
の
内
容
を
充
実
感
に
満
た
さ

れ
つ
つ
振
り
返
っ
た
。

増
税
に
依
存
し
な
い
社
会
保
障
充

実
策
」
下
関
市
立
大
学
教
授
の
関

野
秀
明
先
生
の
講
座
を
受
講
し

た
。
５
月
に
行
わ
れ
た
兵
庫
協
会

評
議
員
会
で
元
内
閣
官
房
参
与
の

藤
井
聡
先
生
が
講
演
さ
れ
た
、
消

費
税
増
税
は
日
本
を
破
壊
す
る
と

い
う
内
容
が
思
い
出
さ
れ
た
。
関

野
先
生
は
、
欧
州
の
福
祉
国
家
の

財
源
が
、
付
加
価
値
税
で
な
く
、

社
会
保
険
料
の
事
業
主
負
担
率
が

高
い
こ
と
を
挙
げ
、
日
本
は
欧
州

各
国
に
比
べ
唯
一
社
会
保
険
料
労

働
者
負
担
率
が
事
業
主
負
担
率
を

上
回
っ
て
い
る
と
解
説
さ
れ
た
。

　

財
源
論
と
し
て
、
法
人
税
減
税

中
止
、
大
企
業
優
遇
税
制
、
租
税

特
別
措
置
の
見
直
し
、
株
式
配
当

総
合
課
税
な
ど
を
挙
げ
、
大
企
業

の
中
小
企
業
並
み
の
税
負
担
、
個

人
の
株
式
投
資
の
利
益
に
関
し
て

総
合
所
得
税
率
導
入
な
ど
で
、
約

23
兆
円
の
税
収
が
見
込
ま
れ
る
と

図
表
を
使
っ
て
述
べ
ら
れ
た
。

　

住
江
会
長
、
藤
井
先
生
、
関
野

先
生
、
２
日
間
の
セ
ミ
ナ
ー
で
の

　

例
年
、
保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

初
日
の
記
念
講
演
は
超
有
名
人
が

来
ら
れ
る
。
た
ま
た
ま
、
前
か
ら

２
列
目
が
空
い
て
い
た
の
で
座
っ

て
い
る
と
、
事
務
局
か
ら
原
稿
用

紙
を
渡
さ
れ
た
。
ヤ
ル
気
満
々
に

見
え
て
し
ま
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

講
演
の
導
入
は
、「
張
り
紙
」

だ
っ
た
。
小
学
校
の
廊
下
だ
と

「
廊
下
を
走
ら
な
い
！
」
な
ど
の

張
り
紙
が
あ
る
。
走
る
児
童
が
多

い
か
ら
だ
。
大
学
や
国
会
に
は
な

い
だ
ろ
う
。

　

張
り
紙
は
、
そ
の
場
所
の
歴
史

で
あ
る
。
か
つ
て
権
力
が
一
極
集

中
し
、
誰
も
軍
部
の
暴
走
を
止
め

ら
れ
な
か
っ
た
過
去
を
繰
り
返
さ

な
い
た
め
の
張
り
紙
が
日
本
国
憲

法
で
あ
る
。
①
軍
隊
と
戦
争
を
コ

ン
ト
ロ
ー
ル
す
る
、
②
人
権
を
保

障
す
る
、
③
権
力
は
分
立
し
て
独

裁
は
許
さ
な
い
、
と
い
う
張
り
紙

が
貼
ら
れ
た
。
日
本
国
憲
法
は
、

「
占
領
軍
か
ら
一
方
的
に
押
し
付

け
ら
れ
た
」
と
の
意
見
も
あ
る

が
、
発
布
さ
れ
た
と
き
に
は
多
く

あ
っ
た
。

　

２
日
目
は
、
２
０
２
０

年
診
療
報
酬
改
定
の
方
向

性
と
医
療
制
度
改
革
の
現

状
に
つ
い
て
日
経
ヘ
ル
ス

ケ
ア
の
女
性
編
集
者
の
セ

ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
日

本
医
師
会
は
医
師
過
剰
と

言
う
し
、
保
団
連
は
医
師

不
足
と
言
う
見
解
の
相
違
に
つ
い

て
も
印
象
的
で
あ
っ
た
。

け
る
立
憲
主
義
の
発
展
の
歴
史
、

日
本
国
憲
法
に
至
る
ま
で
の
歴
史

に
つ
い
て
１
時
間
半
よ
ど
み
な
く

講
演
し
、
４
人
の
質
問
に
答
え
て

い
た
。
兵
庫
２
人
、
愛
知
１
人
、

東
京
１
人
の
自
己
ア
ピ
ー
ル
も
兼

ね
た
質
問
に
も
感
情
移
入
せ
ず
に

冷
静
に
答
え
る
姿
は
人
物
と
し
て

魅
力
的
で
、
若
く
し
て
教
授
に
な

っ
た
何
か
を
感
じ
さ
せ
る
も
の
で

あ
っ
た
。
講
演
会
後
、
小
雨
の

中
、
駅
を
探
し
な
が
ら
う
ろ
う
ろ

し
て
い
る
と
、
や
は
り
集
団
で
帰

っ
て
い
る
人
々
に
出
会
う
。
彼
ら

も
、
木
村
氏
を
一
味
違
う
演
者
と

思
っ
た
よ
う
で
、
記
念
講
演
の
感

想
を
話
し
て
い
る
の
が
印
象
的
で

の
で
あ
っ
た
。
ま
ず
事
前
資
料
の

記
念
講
演
の
タ
イ
ト
ル
は
自
分
の

本
意
で
は
な
い
こ
と
を
き
ち
ん
と

話
し
た
。
学
者
ら
し
く
中
立
に
学

生
講
義
の
よ
う
に
淡
々
と
、
憲
法

は
小
学
校
の
〝
廊
下
を
走
ら
な
い

よ
う
に
〞
と
い
っ
た
張
り
紙
を
た

と
え
に
、
失
敗
し
や
す
い
事
例
へ

の
注
意
喚
起
が
憲
法
の
役
割
で
あ

る
こ
と
か
ら
始
ま
り
、
西
欧
に
お

　

７
月
13
日
土
曜
日
の
午
前
診
を

終
え
昼
食
も
そ
こ
そ
こ
に
出
発
し

た
が
、
18
時
30
分
の
住
江
保
団
連

会
長
の
基
調
提
案
に
は
少
し
遅
れ

て
の
出
席
と
な
っ
た
。

　

マ
ス
メ
デ
ィ
ア
で
活
躍
さ
れ
て

い
る
こ
と
は
後
で
知
っ
た
が
、
19

時
10
分
か
ら
の
憲
法
学
者
木
村
草

太
氏
の
記
念
講
演
は
、
は
じ
め
て

拝
聴
し
た
が
、
す
が
す
が
し
い
も

も
国
民
投
票
に
か
け
る
こ
と
と
な

る
。
丙
案
…
個
別
的
自
衛
権
ま
で

（
従
来
型
専
守
防
衛
）。

　

質
疑
応
答
で
は
、
会
場
か
ら
の

「
憲
法
は
守
ら
な
く
て
も
罰
則
は

な
い
の
か
？　

い
つ
も
破
っ
て
い

る
人
が
一
人
い
る
の
だ
が
」
と
の

質
問
に
、
国
家
権
力
に
憲
法
を
守

ら
せ
る
よ
う
国
民
が
絶
え
ず
見
張

る
こ
と
が
大
切
だ
と
語
ら
れ
た
。

の
国
民
か
ら
喜
ば
れ
た
と
聞
く
。

　

９
条
と
自
衛
隊
明
記
改
憲
案
と

し
て
は
次
が
考
え
ら
れ
る
。
甲
案

…
国
際
法
上
許
さ
れ
る
す
べ
て
の

武
力
行
使
（
国
防
軍
創
設
）
…
こ

れ
は
支
持
者
が
少
な
く
、
可
決
は

絶
望
的
だ
と
思
わ
れ
る
。
乙
案
…

個
別
的
自
衛
権
＋
集
団
的
自
衛
権

容
認
（
２
０
１
５
安
保
明
記
）
…

最
も
現
実
的
だ
が
、
安
保
法
制
を

れ
の
お
話
が
印
象
深
い
。
自
衛
隊

は
行
政
組
織
で
あ
り
、
自
衛
隊
総

指
揮
官
は
行
政
府
の
長
で
あ
る
内

閣
総
理
大
臣
な
の
に
、
立
法
府
の

長
と
思
い
続
け
て
い
る
安
倍
総
理

を
法
的
に
一
蹴
さ
れ
た
。
他
に
も

気
鋭
の
法
律
家
と
し
て
貴
重
な
ご

講
演
を
拝
聴
し
た
。

　

２
日
目
の
分
科
会
。「
消
費
税

　

７
月
13
日
〜
14
日
、
第
49
回
夏

季
セ
ミ
ナ
ー
に
参
加
し
た
。
初

日
、
住
江
憲
勇
会
長
の
基
調
提
案

の
あ
と
、
首
都
大
学
東
京
教
授
の

木
村
草
太
先
生
の
記
念
講
演
で
、

予
想
通
り
の
鋭
い
語
り
口
に
聞
き

入
っ
た
。

　

立
憲
主
義
に
基
づ
く
憲
法
の
あ

り
方
、
英
米
仏
独
の
憲
法
史
の
流

の
肺
炎
の
発
症
率
が
低
い

こ
と
と
合
わ
せ
て
、
自
立

度
や
義
歯
の
使
用
状
況
で

も
発
生
率
に
違
い
が
あ
る

こ
と
か
ら
質
だ
け
で
な
く

機
能
の
大
切
さ
も
分
か
り

ま
し
た
。
誤
嚥
性
肺
炎
の

予
防
は
、
口
腔
の
管
理
、

家
族
や
多
職
種
の
共
通
の

認
識
と
支
え
が
必
要
で
す

が
、
毎
日
の
診
療
室
の
中

で
も
、
口
腔
ケ
ア
の
大
切

さ
を
健
康
な
時
か
ら
伝

え
、
理
解
し
て
も
ら
い
、

　

協
会
は
７
月
28
日
、
協
会
会
議

室
で
「
新
規
開
業
医
研
究
会
〜
最

低
限
知
っ
て
お
く
べ
き
指
導
対

策
、
保
険
請
求
、
税
務
経
営
の
基

礎
知
識
」
を
開
催
。
小
西
達
也
先

生
（
医
科
）、
多
田
和
彦
先
生

（
歯
科
）
ら
を
講
師
に
14
人
が
参

加
し
た
。
加
川
玲
子
先
生
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

保
団
連
は
、
７
月
13
、
14
日
に
東
京
都
内
で
第
49
回
夏
季
セ
ミ
ナ

ー
を
開
催
し
、
全
国
43
協
会
・
医
会
か
ら
３
６
２
人
、
兵
庫
協
会
か

ら
会
員
15
人
、
事
務
局
６
人
が
参
加
し
た
。
記
念
講
演
で
は
、
首
都

大
学
東
京
教
授
木
村
草
太
氏
が
「
安
倍
政
権
の
下
で
の
憲
法
９
条
改

憲
を
め
ぐ
る
情
勢
と
対
抗
の
展
望
」
に
つ
い
て
講
演
し
た
。
参
加
記

を
掲
載
す
る
。

　

歯
科
部
会
は
７
月
21
日
、
協
会

会
議
室
で
歯
科
定
例
研
究
会
「
誤

嚥
性
肺
炎
予
防
と
多
職
種
連
携
」

を
開
催
。
静
岡
県
長
泉
町
・
米
山

歯
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
医
院
長
の
米
山

武
義
先
生
が
講
演
し
、
１
０
３
人

が
参
加
し
た
。
な
で
し
こ
歯
科
の

馬
貝
塚
智
恵
氏
の
感
想
を
紹
介
す

る
。

歯 

科 

医 

師

◇
所
在
地　

稲
美
町

◇
家
賃
補
助
・
引
越
し
手
当

あ
り
、
残
業
な
し

◇
セ
ミ
ナ
ー
代
全
額
負
担

◇
見
学
随
時

　

お
問
い
合
わ
せ
は
、
☎
078

―
393
―
１
８
０
９　

協
会
・

吉
永
ま
で

感 想 文

感 想 文

参加記① 保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

保
団
連
夏
季
セ
ミ
ナ
ー

参加記③

憲法のあり方を語った
木村草太氏　　　　　

憲
法
に
つ
い
て

改
め
て
学
ぶ理

事　
　

田
渕　
　

光

税
と
社
会
保
障
分
野
で

憲
法
を
守
る
重
要
性
学
ぶ

理
事　
　

白
岩　

一
心

参加記②

「張り紙」である
憲法の存在

評議員　　藤森　隆史

食
べ
る
こ
と
は
生
き
が
い
に

つ
な
が
る
こ
と
を
実
感

新
規
開
業
医
研
究
会

保
険
請
求
の
注
意
事
項
や

税
務
・
経
営
対
策
を
学
ぶ

歯
科
定
例
研
究
会

新規の開業医向けに協会理
事の小西先生が保険請求の
ポイントを解説　　　　　

103人が参加して誤嚥性肺炎予防について学習
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私
事
で
は
ご
ざ
い
ま
す
が
、
急

性
期
病
院
の
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー
と
し
て
４
月
か
ら
勤
務
し
て
お

り
ま
す
。
ま
だ
数
カ
月
し
か
経
っ

て
お
り
ま
せ
ん
が
そ
の
中
で
も
、

患
者
さ
ん
や
家
族
の
不
安
を
受
け

止
め
、
ど
の
よ
う
に
支
援
を
し
た

　

ワ
ク
チ
ン
接
種
後
に
慢
性
疼
痛

や
運
動
障
害
等
の
多
様
な
症
状
が

報
告
さ
れ
た
た
め
、
積
極
的
な
接

種
勧
奨
が
中
止
さ
れ
て
か
ら
６
年

が
経
過
し
ま
し
た
。
そ
の
間
に
、

前
駆
病
変
で
あ
る
Ｃ
Ｉ
Ｎ
（
子
宮

頸
部
上
皮
内
腫
瘍
形
成
）
の
予
防

だ
け
で
な
く
、
が
ん
そ
の
も
の
の

予
防
効
果
も
示
さ
れ
ま
し
た
。
ま

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

つ
ま
り
儲
け
に
は
、
必
ず
支
払

い
が
先
に
存
在
し
て
い
る
の
で

す
。
こ
れ
を
Ｍ
Ｍ
Ｔ
支
持
者
ら

は
、
ス
ペ
ン
デ
ィ
ン
グ
フ
ァ
ー
ス

ト
と
表
現
さ
れ
て
お
ら
れ
ま
す
。

　

い
や
そ
れ
は
お
か
し
い
、
三
面

等
価
の
原
理
か
ら
導
出
さ
れ
た
、

貯
蓄
（
Ｓ
）
＝
投
資
（
Ｉ
）
の
Ｉ

Ｓ
バ
ラ
ン
ス
理
論
が
あ
る
で
は
な

い
か
と
い
う
意
見
も
あ
り
ま
す
。

投
資
の
た
め
に
は
ま
ず
貯
蓄
が
必

要
で
、
そ
の
た
め
に
は
Ｇ
Ｄ
Ｐ
拡

大
が
必
要
だ
と
い
う
の
で
す
が
、

そ
の
間
違
い
の
指
摘
は
別
の
機
会

に
譲
り
ま
す
。

　

そ
の
ほ
か
に
も
、
支
払
わ
れ
た

お
金
が
集
中
偏
在
し
て
し
ま
い
効

果
を
発
揮
し
な
い
と
い
う
こ
と
は

あ
り
ま
す
。
し
か
し
こ
れ
は
税
の

問
題
に
な
り
ま
す
。

　

さ
て
、
国
債
発
行
に
よ
り
財
源

が
作
ら
れ
、
そ
れ
が
偏
在
す
る
こ

と
な
く
消
費
や
投
資
や
政
府
支
出

に
使
わ
れ
循
環
す
れ
ば
Ｇ
Ｄ
Ｐ
は

拡
大
が
可
能
で
す
。
そ
し
て
そ
れ

に
よ
っ
て
税
収
も
増
え
、
財
政
が

均
衡
し
や
す
く
な
り
ま
す
。
し
か

も
こ
れ
は
財
政
均
衡
式
と
し
て
表

す
こ
と
も
可
能
で
す
。

　

も
ち
ろ
ん
こ
の
論
理
に
お
い
て

も
、
過
度
な
イ
ン
フ
レ
に
な
ら
な

い
よ
う
に
す
る
こ
と
が
大
切
で
、

そ
の
た
め
に
は
、
国
際
収
支
が
健

全
で
あ
る
こ
と
が
大
切
に
な
り
ま

す
。
な
ぜ
な
ら
国
際
収
支
が
健
全

で
あ
れ
ば
、
財
（
物
的
商
品
）
や

サ
ー
ビ
ス
の
生
産
の
元
に
な
る
資

源
輸
入
が
容
易
に
な
り
、
財
・
サ

ー
ビ
ス
の
供
給
不
足
に
陥
ら
せ
る

こ
と
に
な
ら
ず
、
無
闇
な
イ
ン
フ

レ
に
な
ら
な
い
か
ら
で
す
。
も
ち

ろ
ん
労
働
力
不
足
か
ら
イ
ン
フ
レ

と
い
う
図
式
も
あ
り
ま
す
が
そ
れ

は
時
代
の
経
過
と
と
も
に
技
術
革

新
に
て
解
決
可
能
で
す
。

　

さ
て
、
支
払
先
の
第
一
優
先

は
、
国
民
の
幸
福
を
第
一
に
考
え

た
場
合
、
社
会
福
祉
充
実
が
最
優

先
と
い
う
こ
と
に
な
り
ま
す
。
つ

ま
り
こ
れ
ま
で
の
、
社
会
福
祉
は

経
済
に
お
け
る
お
荷
物
で
あ
る
と

い
う
論
は
間
違
い
だ
っ
た
の
で

す
。

　

な
ぜ
な
ら
こ
の
分
野
は
、
資
源

消
費
が
最
も
少
な
く
、
国
際
収
支

を
悪
化
さ
せ
ず
、
か
つ
Ｇ
Ｄ
Ｐ
も

拡
大
し
、
税
収
も
増
加
さ
せ
る
分

野
だ
か
ら
で
す
。
つ
ま
り
社
会
保

障
充
実
こ
そ
が
経
済
を
活
性
化
さ

せ
、
政
府
財
政
も
潤
わ
せ
る
の
で

す
。

た
中
止
の
原
因
と
な
っ
た
症
状
も

ワ
ク
チ
ン
の
接
種
に
よ
っ
て
増
え

た
わ
け
で
は
な
い
こ
と
も
示
さ
れ

ま
し
た
。
Ｗ
Ｈ
Ｏ
（
世
界
保
健
機

関
）
等
の
保
健
機
関
か
ら
も
、
日

本
の
対
応
を
非
難
さ
れ
る
始
末
で

す
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
接

種
状
況
は
中
止
直
後
と
何
の
変
化

も
あ
り
ま
せ
ん
。

　

１
９
９
０
年
代
か
ら
性
交
渉
開

始
年
齢
の
低
年
齢
化
が
進
み
、
そ

の
た
め
２
０
０
０
年
頃
か
ら
子
宮

頸
が
ん
の
発
生
数
が
急
増
し
て
い

ま
す
。
子
宮
頸
が
ん
発
生
の
ピ
ー

ク
は
20
〜
40
歳
の
若
年
で
、
仕
事

で
も
私
事
で
も
人
生
の
中
で
最
も

充
実
し
た
時
期
に
重
な
り
、
病
に

影
響
さ
れ
ず
生
き
生
き
と
し
た
人

生
を
楽
し
ん
で
も
ら
う
た
め
に

は
、
子
宮
頸
が
ん
へ
の
対
策
が
喫

緊
の
課
題
で
す
。

　

対
策
と
し
て
は
、
検
診
に
よ
る

早
期
発
見
と
ワ
ク
チ
ン
に
よ
る
予

防
が
あ
り
ま
す
。
早
期
発
見
に
よ

り
円
錐
切
除
術
で
対
応
し
て
も
、

不
妊
症
や
早
産
に
悩
ま
れ
る
方
が

お
り
、
検
診
だ
け
の
対
策
で
は
不

十
分
で
、
予
防
が
重
要
で
す
。

　

以
前
か
ら
思
春
期
の
多
感
な
女

性
の
中
に
、
今
回
報
告
さ
れ
て
い

る
よ
う
な
症
状
を
示
す
方
が
い
る

こ
と
が
知
ら
れ
て
い
ま
し
た
。
主

に
交
通
事
故
や
け
が
、
叱
責
、
い

じ
め
等
を
き
っ
か
け
に
発
症

し
て
い
た
よ
う
で
す
。
そ
れ

が
今
回
、
ワ
ク
チ
ン
が
発
症

の
き
っ
か
け
と
な
り
ま
し

た
。
マ
ス
コ
ミ
報
道
の
影
響

か
ら
、
今
回
問
題
と
な
っ
て

い
る
多
様
な
症
状
と
ワ
ク
チ

ン
を
結
び
つ
け
る
閾い

き

値ち

は
十

分
下
が
っ
て
い
る
と
思
わ
れ

ま
す
。
現
状
で
い
き
な
り
接

種
を
再
開
す
る
の
は
難
し
い

と
思
い
ま
し
た
。

　

最
後
の
質
疑
応
答
で
フ
ロ

ア
の
先
生
か
ら
ワ
ク
チ
ン
再

開
に
否
定
的
な
発
言
が
あ

り
、
産
婦
人
科
医
と
し
て
は

暗
た
ん
た
る
気
持
ち
で
帰
路

に
つ
き
ま
し
た
。

【
明
石
市　

冠
野　
　

博
】

　

加
古
川
・
高
砂
支
部
は
７
月
６
日
、
国
の
福
祉
制
度
な
ど
を
学
ぶ

研
究
会
「
知
っ
て
得
す
る
医
療
・
福
祉
の
役
立
つ
制
度
」
を
開
催

し
、
医
師
・
歯
科
医
師
、
ス
タ
ッ
フ
な
ど
64
人
が
参
加
し
た
。
神
戸

女
子
大
学
講
師
の
阿
江
善
春
先
生
が
講
師
を
務
め
た
。
加
古
川
中
央

市
民
病
院
の
医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー
の
作
田
紫
穂
氏
と
、
か
わ

ぐ
ち
腎
泌
尿
器
科
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク
受
付
の
冨
森
野
湖
氏
の
感
想

を
紹
介
す
る
。

　

神
戸
支
部
と
明
石
支
部
は
７
月

27
日
、
協
会
会
議
室
で
研
究
会

「
子
宮
頸
が
ん
と
予
防
ワ
ク
チ
ン

に
つ
い
て
」
を
共
催
し
、
医
師
・

歯
科
医
師
、
薬
剤
師
な
ど
48
人
が

参
加
し
た
。
川
崎
医
科
大
学
産
婦

人
科
学
１
教
授
の
中
村
隆
文
先
生

が
講
師
を
務
め
た
。
冠
野
博
先
生

の
感
想
を
紹
介
す
る
。

ら
良
い
の
か
日
々
考
え
な
が
ら
勤

務
を
し
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
は
、
相
談
の
内
容
で
最
も

問
い
合
わ
せ
が
多
い
社
会
保
険
制

度
に
つ
い
て
復
習
を
し
、
身
に
つ

け
る
こ
と
を
目
的
と
し
て
参
加
し

ま
し
た
。
講
師
で
あ
る
阿
江
先
生

の
体
験
談
か
ら
、
３
福
祉
＋
公
的

扶
助
＋
５
保
険
を
利
用
す
る
場
面

や
、
細
や
か
な
注
意
点
等
の
解
説

が
あ
り
ま
し
た
。

　

そ
の
中
で
も
一
番
印
象
に
残
っ

た
言
葉
は
、「
患
者
さ
ん
に
何
か

ひ
と
こ
と
声
を
か
け
て
、
一
緒
に

考
え
動
い
て
い
く
」
と
い
う
言
葉

で
す
。
今
ま
で
は
、
面
接
を
し
て

ア
セ
ス
メ
ン
ト
を
し
て
支
援
を
し

ま
し
た
。
ま
た
、
患
者
さ
ん
が
今

ま
で
ど
ん
な
人
生
を
送
っ
て
来
ら

れ
た
の
か
、
し
っ
か
り
耳
を
傾
け

て
話
を
聞
き
背
景
を
理
解
す
る
こ

と
で
、
支
援
に
深
み
が
増
す
と
感

じ
ま
し
た
。

　

今
回
の
研
修
を
通
じ
て
制
度
の

概
要
に
つ
い
て
だ
け
で
な
く
、
こ

れ
か
ら
も
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ
ー

と
し
て
働
く
上
で
必
要
な
価
値
観

に
つ
い
て
も
学
ば
せ
て
い
た
だ
き

ま
し
た
。
明
日
か
ら
ま
ず
は
、
患

者
さ
ん
に
「
ど
う
な
さ
っ
た
の
で

す
か
？
」
と
声
を
か
け
る
こ
と
か

ら
始
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
加
古
川
市　

加
古
川
中
央
市
民

病
院　

医
療
ソ
ー
シ
ャ
ル
ワ
ー
カ

ー 

　

作
田　

紫
穂
】

　

今
回
、
医
療
・
福
祉
の
役
立
つ

制
度
の
研
究
会
に
参
加
さ
せ
て
い

た
だ
き
、
大
変
貴
重
な
お
話
を
聞

か
せ
て
い
た
だ
き
ま
し
た
。
た
く

さ
ん
の
制
度
で
あ
ふ
れ
て
い
る

中
、
知
ら
な
い
で
い
る
の
と
、
知

っ
て
い
る
の
で
は
、
全
然
違
っ
た

行
動
が
取
れ
る
の
で
は
な
い
か
と

痛
感
し
ま
し
た
。

　

私
は
ク
リ
ニ
ッ
ク
の
受
付
を
し

て
お
り
、
日
々
患
者
様
と
向
き
合

っ
て
い
る
中
、
今
回
学
ん
だ
こ
と

を
少
し
で
も
お
伝
え
で
き
る
機
会

が
あ
れ
ば
、
ぜ
ひ
お
声
か
け
し
た

い
と
思
い
ま
し
た
。
ベ
ス
ト
の
答

え
で
は
な
く
て
も
、
ベ
タ
ー
な
提

案
な
ど
、
少
し
で
も
患
者
様
の
幸

せ
の
た
め
に
お
役
に
立
て
る
こ
と

が
で
き
る
よ
う
に
、
も
っ
と
理
解

を
深
め
て
い
き
た
い
と
思
い
ま

す
。

【
加
古
郡　

か
わ
ぐ
ち
腎
泌
尿
器

科
・
内
科
ク
リ
ニ
ッ
ク　

受
付

 

　

冨
森　

野
湖
】

て
い
く
と
い
う
一
方
的

な
気
持
ち
で
患
者
さ
ん

と
接
し
て
い
た
よ
う
に

思
い
ま
す
。
そ
う
で
は

な
く
、
も
っ
と
患
者
さ

ん
へ
興
味
を
持
っ
て
話

を
聞
き
、
悩
み
や
今
ま

で
感
じ
て
こ
ら
れ
た
想

い
を
共
感
し
、
一
緒
に

考
え
て
い
こ
う
と
い
う

気
持
ち
こ
そ
が
大
切
な

の
で
は
な
い
か
と
考
え

48人の参加者で会場はいっぱいになった

日　時　９月28日（土）14時30分～17時　　会　場　協会６階会議室
講　師　特定社会保険労務士　嶺山　洋子先生
参加費　3,000円（医院経営研究会会員は無料）

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1805 税経部まで

●医院経営研究会 ９月例会

員員

稿稿

会

投

感 想 文 感想文①

感想文②

患
者
さ
ん
に
共
感
し

一
緒
に
考
え
る
こ
と
が
大
切

子
宮
頸
が
ん
へ
の

対
策
が
喫
緊
課
題

患
者
さ
ん
の
幸
せ
の

た
め
に
役
立
て
た
い

医療と福祉の役立つ制度について
講演する阿江先生　　　　　　　

国債増発を財源に社会保障充実
と財政均衡の両立を（下）

小野市・歯科　　幸田　雄策

神
戸
支
部
・
明
石
支
部　

臨
床
研
究
会

神
戸
支
部
・
明
石
支
部　

臨
床
研
究
会

加
古
川
・
高
砂
支
部　

研
究
会

加
古
川
・
高
砂
支
部　

研
究
会



兵 庫 保 険 医 新 聞 (昭和43年６月12日第三種郵便物認可)

　

お問合せは共済部まで　 ０７８-３９３-１８０５

・毎年高配当を維持！ 今年は54％配当
・配偶者も1000万円セット加入あり
・医師による診査はなし

・掛金負担なく先進医療保険の加入ＯＫ
・配偶者セット加入は最高3000万円
・こども加入特約あり

死亡保険は安さが一番！ ネット生保の保険料と比べてください

最高保障額１億２０００万円！グループ保険グループ保険６０００万円６０００万円 新グループ保険６０００万円＋＋

積立金総額１兆２千億円　医師･歯科医師の信頼にこたえて５０年
「月払 ｣ １万円～30万円
「一時払 ｣ 50万円～2000万円

割安掛金が満期まで上がらない／最長
75歳まで730日の保障／脱退給付金も

病気やケガの
休業に備えて

予定利率予定利率
1.259%1.259%

秋の共済制度普及 ９月１日開始です！

＋グループ保険グループ保険 新グループ保険新グループ保険

保険医年金保険医年金

休業保障制度休業保障制度

２０１９年(令和元年)８月２５日(毎月３回５・15・25日発行)（５） 第１９１８号

医
院
の
閉
院
・
継
承
・
相
続
を

学
習
し
ま
せ
ん
か

姫
路
・
西
播
支
部
第
34
回
総
会
記
念
講
演
の
ご
案
内

 

赤
穂
郡
・
歯
科　
　

白
岩　

一
心

岩
井
屋
の
夕
食
は
山
陰
の
味
覚
が
楽
し
め
る

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

春
秋
戦
国
時
代
、
中
国
は
世
界

に
誇
れ
る
大
文
明
を
創
っ
た
。
当

時
日
本
や
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
の
白
人
ゲ

ル
マ
ン
人
は
森
の
中
で
サ
ル
の
よ

う
な
生
活
で
あ
っ
た
が
、
中
国
は

言
う
ま
で
も
な
い
。
中
国
文
化
の

究
極
点
で
あ
る
韓
非
子
の
思
想
は

科
学
的
政
治
学
と
し
て
最
高
に
進

歩
し
て
い
た
。
法
律
の
作
り
方
、

役
人
の
扱
い
方
。
統
治
法
に
つ
い

て
科
学
的
に
研
究
さ
れ
て
い
た
。

後
の
ヨ
ー
ロ
ッ
パ
社
会
の
マ
キ
ャ

ベ
リ
の
君
主
論
よ
り
優
れ
て
い

た
。
中
国
の
独
創
的
思
想
は
こ
の

春
秋
戦
国
時
代
に
萌
芽
し
て
い

る
。
ま
だ
官
僚
制
が
未
発
達
な
こ

の
時
代
、
古
代
ギ
リ
シ
ャ
同
様
に

自
由
に
物
を
考
え
る
こ
と
が
可
能

で
あ
っ
た
か
ら
に
違
い
な
い
。

　

長
い
歴
史
と
多
く
の
経
験
を
持

ち
、
勤
勉
で
頭
の
良
い
民
族
の
中

国
が
世
界
に
抜
き
ん
出
て
大
国
に

再
び
復
活
す
る
の
は
必
然
的
な
の

か
も
し
れ
な
い
が
、
い
く
つ
か
欠

落
し
た
も
の
が
あ
る
。
あ
れ
だ
け

政
治
好
き
の
国
民
だ
が
、
大
陸
に

は
選
挙
で
選
ば
れ
た
皇
帝
は
い
な

い
（
今
で
も
）。
中
国
が
１
９
７

０
年
代
、
改
革
開
放
路
線
に
入
っ

た
時
、
驚
く
べ
き
こ
と
に
中
国
人

は
複
式
簿
記
を
知
ら
な
か
っ
た
。

保
険
、
株
式
会
社
、
特
許
な
ど
、

社
会
科
学
が
未
整
備
で
あ
り
賄
賂

が
横
行
し
、
中
国
特
有
の
人
間
関

係
や
縦
社
会
の
宗
族
が
あ
っ
た
。

日
本
人
と
は
同
文
同
種
の
民
族
だ

が
、
中
国
人
に
は
世
界
に
つ
い
て

天
下
と
い
う
視
点
し
か
な
く
、
漢

字
を
使
う
者
は
同
じ
仲
間
と
思
う

ら
し
い
。
表
意
文
字
の
漢
字
は
、

文
字
は
同
じ
で
も
北
京
、
上
海
、

香
港
で
は
全
く
発
音
は
異
な
る
。

　

今
の
中
国
は
共
産
主
義
革
命
と

い
え
ど
も
、
繰
り
返
さ
れ
る
易
姓

革
命
で
近
代
的
所
有
概
念
が
な

く
、
罪
刑
法
定
主
義
の
理
念
が
な

い
。
中
国
は
土
地
の
私
的
所
有
は

認
め
て
な
い
が
占
有
は
で
き
る
。

日
本
人
に
は
分
か
り
に
く
い
。

　

過
去
の
大
文
明
の
イ
ン
カ
帝
国

は
、
巨
石
建
築
物
や
織
物
や
天
文

学
等
の
高
い
文
明
、
文
化
を
有
し

た
が
文
字
が
な
い
。
ま
た
金
、

銀
、
銅
は
あ
っ
て
も
車
輪
、
鉄
器

と
い
う
当
た
り
前
の
物
品
が
な
か

っ
た
。
歪

い
び
つな
文
明
故
に
１
５
３
３

年F.Pizarro

の
一
遂
、
わ
ず
か
１

８
５
人
の
兵
に
滅
ぼ
さ
れ
た
。
香

港
で
の
抗
議
活
動
は
、
民
主
化
の

嚆こ
う

矢し

と
な
る
か
？ 

（
つ
づ
く
）

米
中
の
新
冷
戦
は

人
類
覇
権
戦
争
か
？（
中
）

 

明
石
市　
　

永
本　
　

浩

員員 稿稿
会 投

員員 稿稿
会 投

　リウマチ・膠原病疾患は、最も多い関節リウマチであっても約33万
人（平成26年患者調査）と、例えば高血圧（1010万人）、糖尿病（316
万人）と、common diseaseであってもその数は多くはありません。膠
原病については最も多いSLEであっても６万人程度で、稀な疾患とい
えます。
　しかしながら、こうした疾患を専門とするリウマチ専門医の数も多
くはなく、また地域格差も大きいのが実情であり、そのため、リウマ
チ・膠原病診療におけるプライマリ・ケア医の役割は地域により大き
く変わる可能性があります。
　リウマチ・膠原病疾患の複雑な管理は専門医の役割ですが、①疑わ
しい疾患の拾い上げ ②比較的シンプルな病態の管理 ③併存病態の管
理、等についてはプライマリ・ケア医の役割が重要となると考えられ
ます。本講演では、比較的非特異的な症状で受診することの多いリウ
マチ・膠原病疾患の拾い上げと診断、専門医と連携の上での疾患管理
を主に概説したいと考えています。 【石丸　記】

日　時　９月28日（土）17時～　　会　場　協会５階会議室
講　師　天理よろづ相談所病院　総合診療教育部副部長　石丸　裕康先生

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

お申し込み・お問い合わせは、☎078－393－1840まで

プライマリ・ケア・総合診療から
みたリウマチ・膠原病診療

第556回診療内容向上研究会診療内容向上研究会

医科保険請求

〈難病患者に対する医療〉
Ｑ１　難病を主病としてない患者
や、難病外来指導管理料を算定しな
い患者に対しても、難病法に係る特
定医療費助成制度の公費（以下、難
病公費）を使用できるか。
Ａ１　使用できます。対象となる難
病およびその疾患に付随して発現す
る傷病に対する治療については、難
病公費の給付対象となります。
Ｑ２　難病公費の受給者証が交付さ
れていない患者に対しても難病外来
指導管理料を算定できるか。

Ａ２　受給者証が交付されていない
患者でも、医師が支給認定の基準を
満たす客観的な根拠とともに、医学
的に明確に診断できる場合は、算定
できます。
Ｑ３　以下の居宅介護サービスに対
しても、難病公費は使用できるか。
①訪問看護（介護予防を含む）、②
訪問リハビリテーション（介護予防
を含む）、③居宅療養管理指導（介
護予防を含む）
Ａ３　いずれも使用できます。

（
前
号
か
ら
の
つ
づ
き
）

　

「
岩
井
屋
」
は
「
ミ
シ
ュ
ラ
ン

ガ
イ
ド　

京
都
・
大
阪
＋
鳥
取
２

０
１
９
」
で
二
つ
星
旅
館
と
し
て

掲
載
さ
れ
て
お
り
、
海
に
山
に
恵

ま
れ
た
自
然
の
幸
を
調
理
し
た
料

理
に
、
こ
だ
わ
り
が
あ
る
。

　

11
月
〜
３
月
限
定
の
地
元
網
代

港
で
水
揚
げ
さ
れ
た
松
葉
蟹
料
理

（
茹
で
蟹
、
蟹
鍋
、
焼
き
蟹
、
蟹

刺
し
な
ど
）
は
当
然
と
し
て
、
春

夏
も
岩
牡
蠣
、
貽い

貝が
い
（
＝
烏か
ら
す

貝が
い

＝
似に

た
り
貝が
い
）、
鳥
取
の
隠
れ
た

珍
味
で
あ
る
猛
者
海
老
（
＝
黒
雑

魚
海
老
＝
が
す
海
老
＝
泥
海

老
）、
甘
海
老
、
サ
ザ
エ
、
白
烏

賊
、
但
馬
牛
、
長
い
も
、
ら
っ
き

ょ
う
、
山
菜
、
美
味
し
い
水
か
ら

生
ま
れ
た
田
中
農
場

の
米
な
ど
吟
味
さ
れ

た
山
陰
の
味
覚
が
楽

し
め
る
。

　

猛
者
海
老
は
プ
リ

プ
リ
と
弾
力
の
あ
る

食
感
や
強
い
甘
み
と

旨
味
が
特
長
だ
が
、

半
日
も
す
れ
ば
頭
部

が
黒
く
な
る
な
ど
鮮

度
劣
化
が
早
い
た
め

遠
隔
地
へ
の
出
荷
は

難
し
く
、
ほ
と
ん
ど

が
鳥
取
で
消
費
さ
れ

て
し
ま
う
幻
の
海
老

だ
。

追
記
：
岩
美
町
・
田た

後じ
り

地
区
は
京

都
ア
ニ
メ
ー
シ
ョ
ン
製
作
の
水
泳

ア
ニ
メ
『
Ｆ
ｒ
ｅ
ｅ
！
』
の
舞
台

で
し
た
。
京
ア
ニ
で
の
事
件
で
の

犠
牲
者
の
ご
冥
福
を
お
祈
り
申
し

上
げ
ま
す
と
と
も
に
、
負
傷
さ
れ

た
方
々
の
回
復
と
犠
牲
者
の
ご
家

族
様
の
心
の
回
復
を
願
っ
て
お
り

ま
す
。〒681－0024

鳥取県岩美郡岩美町岩井544
電話：0857－72－1525
FAX：0857－73－0123
ホームページ：http://www.iwaiya.jp/
Facebook：https://www.facebook.com/iwaiya11
E-mail：iwaiya11@smile.ocn.ne.jp

　

世
界
文
化
遺
産
の
国
宝
姫
路
城

を
仰
ぐ
姫
路
を
拠
点
と
す
る
、
姫

路
・
西
播
支
部
総
会
記
念
講
演
会

「
医
院
の
閉
院
・
継
承
・
相
続
の

手
続
き
」
に
参
加
し
ま
せ
ん
か
？

　

兵
庫
県
下
各
地
で
の
医
院
の
継

承
問
題
の
講
演
会
や
セ
ミ
ナ
ー

は
、
会
員
の
先
生
方
か
ら
注
目
さ

れ
て
お
り
、
出
席
さ
れ
た
先
生
や

医
院
関
係
者
か
ら
も
好
評
で
す
。

　

こ
の
た
び
、
姫
路
・
西
播
支
部

で
は
、
医
院
継
承
の
手
続
き
や
、

忘
れ
が
ち
に
な
る
各
種
役
所
に
提

出
す
る
届
出
書
類
、
さ
ら
に
相
続

問
題
や
相
続
税
の
改
正
点
に
も
触

れ
て
い
た
だ
き
な
が
ら
講
演
い
た

だ
く
予
定
で
す
。
講
師
の
田
中
雄

司
税
理
士
は
、
協
会
屈
指
の
人
気

講
師
で
す
。
質
疑
応
答
に
も
分
か

り
や
す
く
対
応
し
て
い
た
だ
け
ま

す
。
い
ま
悩
み
を
抱
え
て
お
ら
れ

る
先
生
方
、
前
も
っ
て
知
識
を
持

っ
て
お
き
た
い
先
生
方
、
ご
家
族

の
方
々
、
ぜ
ひ
こ
の
機
会
に
ご
参

加
さ
れ
ま
せ
ん
か
？　

　

姫
路
・
西
播
支
部
で
は
、
昨

年
、
正
木
茂
博
先
生
が
新
し
く
支

部
長
に
就
任
さ
れ
て
、
和
気
あ
い

あ
い
と
し
た
運
営
や
活
動
に
終
始

し
て
い
ま
す
。
兵
庫
協
会
結
成
50

年
記
念
の
年
に
、
会
員
を
主
人
公

と
す
る
、
興
味
津
々
の
記
念
講
演

会
へ
ぜ
ひ
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

姫路・西播支部　第34回総会記念講演

医院の閉院・継承・相続の手続き医院の閉院・継承・相続の手続き
日　時　８月31日（土）15時～17時　会　場　じばさんびる502（JR姫路駅すぐ）
講　師　田中雄司税理士事務所 税理士　田中 雄司先生
参加費　無料　対　象　院長・事務長・院長夫人など　どなたでも歓迎です

鳥取県・岩井温泉鳥取県・岩井温泉

岩井屋岩井屋 （下）（下）

前田達生前田達生のの
ほっこりほっこり

湯 宿 旅湯 宿 旅
⑧⑧

審査･指導相談日 ●９月12日（木）14時～
●協会５階会議室

※医科は事前予約制 ☎078－393－1840まで、
　歯科は随時 ☎078－393－1809まで

※「指導通知」が届いたら、まず保険医協会にご連絡ください。 
※『月刊保団連』同封の「保険審査相談用紙」をご利用ください。



(昭和43年６月12日第三種郵便物認可)兵 庫 保 険 医 新 聞

保険診療の請求事務･再審査請求･指導･監査などのご相談やお問い合わせは ☎078－393－1803（医科）☎078－393－1809（歯科）

 ☎ 078･393･1801
Fax 078･393･1802
http://www.hhk.jp/

第１９１８号 （６）２０１９年(令和元年)８月２５日(毎月３回５・15・25日発行)

－725－ 独立行政法人労働者健康安全機構横浜労災病院
副院長・運動器センター長 三上　容司先生講演

日常診療でよくみる
手の疾患について

　人類が進化の過程で四つ足歩行か
ら二足歩行になることにより、手は
移動のための前足の役割から解き放
たれ自由を得た。人類の文明・文化
の発展は、手の自由で創造的な働き
によるところが大きいと言われてい
る。私たちが普段何気なく使ってい
る手にいったん何らかの障害が起き
ると、直ちに日常生活に不具合が生
じる。その解決には、まず、障害の
原因を突き止めることが重要であ
る。本稿では、代表的疾患として、
腱鞘炎、変形性関節症、手根管症候
群について述べる。

腱鞘炎（ばね指、弾発指）
　指屈筋腱は、前腕から手掌部を通
って手指に達し、母指～小指を屈曲
する機能を有する。屈筋腱は、靭帯
性腱鞘というトンネル状の構造の中
を通っており、靭帯性腱鞘は滑車
（プーリー）の役割を果たして、屈
筋腱の指屈曲機能の効率化に寄与し
ている。靭帯性腱鞘は、各指の複数
個所にあるが、最も中枢側に存在す
るものをA１プーリーと呼ぶ。
　各指の基部で手掌の遠位部に存在
しており、このA１プーリーが肥厚
し、さらに屈筋腱が腫大して、屈筋
腱の滑動がスムーズに行えなくなっ
た状態が腱鞘炎である。正確には、
屈筋腱狭窄性腱鞘炎という。初期
は、指の屈伸に伴う痛み、A１プー
リー部の圧痛であるが、進行する
と、指を伸展する際に弾発現象（指
を握った状態から伸ばそうとする
と、途中でひっかかり、やがてはじ
けるように伸びる現象）を生じ、さ
らに進行すると指の屈曲・伸展が困
難になる。母指、中指に生じやす
く、妊娠・出産期や更年期以降の女
性に生じやすい。
　NSAIDs外用薬の投与や日常生活
指導を行うが、改善しない場合は、
ステロイド剤を局所麻酔薬に混ぜて
腱鞘内に注射することが多い。ステ
ロイド剤としては、トリアムシノロ
ン（ケナコルト）が使われることが
多いが、糖尿病患者ではその使用に
注意を要する。感染、腱・腱鞘断裂
の危険性があるため、数回注射を行
い、症状が改善しない場合には、手
術（腱鞘切開）を考慮する。腱鞘内
注射、手術を要する場合、整形外科
専門医、または、手外科専門医に紹
介する。日本整形外科学会、日本手
外科学会のホームページに各都道府
県別の専門医名などが掲載されてい
るので、参照されたい。

ドケルバン病（de Quervain）
　短母指伸筋腱、長母指外転筋腱が
手関節橈側の背側第１コンパートメ
ントを通過しており、この部で生じ
る狭窄性腱鞘炎をドケルバン病と呼
ぶ。手関節橈側部の痛み、特に母指
を使う時の痛みが主訴となる。診断
は、手関節橈側部の痛み、橈骨茎状
突起部の背側第１コンパートメント
の圧痛、疼痛誘発テスト（Einhoff 
testまたはFinkelstein test）陽性を

確認できれば、容易である。手の屈
筋腱狭窄性腱鞘炎と同様、妊娠・出
産期や更年期以降の女性に多い。
　治療は、まず、NSAIDs外用薬、
局所安静、手関節装具療法などを行
い、症状が改善しない場合は、トリ
アムシノロンと局所麻酔薬の腱鞘内
注射を行う。それでも、症状が改善
しない場合には、手術（腱鞘切開）
を考慮する。背側第１コンパートメ
ントの浅層には、橈骨神経浅枝が走
行しており、注射、手術でこの神経
を損傷しないよう注意が必要であ
る。また、トリアムシノロンの副作
用として、皮膚陥凹、白斑などが報
告されているので、注意を要する。
腱鞘内注射、手術が必要となった段
階で、整形外科医または手外科専門
医に紹介するのが望ましい。

へバーデン（Heberden）結節
　1802年にHeberdenが初めて記載
した疾患で、指のDIP関節（遠位指
節間関節）の変形性関節症を指す。
外観上、指のDIP関節の腫脹、変形
を呈し（図１）、Ｘ線上は関節軟骨
の摩滅により関節裂隙は狭小化ない
し消失し、関節周囲に骨棘と呼ばれ
る骨の増殖性変化が生じる（図
２）。へバーデン結節は更年期以降
の女性に多く発症するが、高齢男性
にも発症する。
　治療は、初期はNSAIDsの経口薬
や外用薬、テーピング、装具、運動
療法、生活指導（使い過ぎを防ぐ）
などを行うが、進行すると関節固定
術、骨棘切除術などの手術を行うこ
ともある。痛みは、関節内の炎症が
盛んなときに強くなり炎症の鎮静化
とともに和らぐ。ほとんどの場合、
強い痛みは、保存的治療で数週～数
カ月以内におさまることが多い。
　また、関節軟骨の摩滅が進行する
と、相対的に側副靭帯が緩くなるた
め、関節の安定性が損なわれ、側方
への変形が生じる（図１、２）。骨

棘が大きくなりDIP関節の動きが悪
くなると、関節が曲がったままの状
態になり屈曲拘縮を生じる。
　経過中に、第一関節の背側、爪の
基部に、小さな水疱ができることが
ある。 これは粘液嚢腫（mucous 
cyst）と呼ばれ、第一関節背側の関
節包や靭帯から発生する。粘液嚢腫
ができたり破れたりを繰り返すと感
染を生じやすいので、このような場
合は手術を勧める。手術は粘液嚢腫
を皮膚ごと切除する方法と粘液嚢腫
の元がある関節包を骨棘ごと切除す
る方法がある。保存療法で数カ月間
経過をみて症状が改善しない場合、
あるいは、粘液嚢腫を認める場合に
は、手外科専門医に紹介するのが望
ましい。

ブシャール（Bouchard）結節
　へバーデン結節と同様の変形性関
節症が、PIP関節（近位指節間関
節）に生じた場合をブシャール結節
と呼ぶ。PIP関節の腫脹（図３a）、
疼痛、Ｘ線上の関節症性変化（図３
b）を認める。へバーデン結節同様
更年期以降の女性に多いが、へバー
デン結節に比べると頻度は少ない。
時に、関節リウマチとの鑑別を要す
る。

母指CM関節症
　母指CM関節の変形性関節症であ
る。高齢者の男女いずれにも高頻度
でみられる疾患である。母指基部の
腫脹、MP関節過伸展を呈し（図４
a）、Ｘ線上は母指CM関節に関節症
性変化を認め、第１中手骨の内転変
形を認める（図４b）。
　治療は、NSAIDs経口薬や外用薬
の投与や装具、運動療法、生活指導
（使い過ぎを防ぐ）である。多くの
場合、緩解と増悪を繰り返すが、増
悪し日常生活に支障が出るようにな
ると手術を行う。手術には、関節固
定術や各種関節形成術があるが、い

ずれに手術を行うかは、患者のニー
ズ、術者の好みにもよる。手術が必
要な場合、手外科専門医への紹介が
望ましい。

手根管症候群
　手掌皮下にある横手根靭帯（屈筋
支帯）と手根骨で囲まれたトンネル
を手根管という。手根管内には９本
の屈筋腱と正中神経が通っている
が、正中神経が手根管内で圧迫され
ると、母指、示指、中指、環指橈側
２分の１のしびれ、疼痛などの感覚
障害や母指球筋の筋力低下を生じ
る。これが手根管症候群で、絞扼性
神経障害と呼ばれる一群の末梢神経
障害の一つである。妊娠・出産期や
更年期以降の女性に多く発症する。
夜間痛、早朝時痛が特徴的な症状で
あり、中年期以降の女性が、夜間ま
たは早朝に手の痛み、しびれで目が
覚めると訴えた場合には、まず、手
根管症候群を疑う。
　診断には、環指の橈側に感覚障害
を認め尺側には認めない（ring 
fi nger splitting sign）現象や各種誘
発テスト（Phalen test、正中神経圧
迫テストなど）が有用であるが、確
定診断には神経伝導検査を要する。
　初期には、手関節装具による局所
安静、ビタミンB12製剤の投与、手
根管内ステロイド注射などを行う
が、症状改善がみられず進行する場
合には、手術を行う。手術は、正中
神経の除圧を図る手根管開放術が標
準的で、これを直視下または鏡視下
で行う方法がある。手術で安定した
成績が得られる疾患なので、本疾患
を疑った場合、速やかに手外科専門
医に紹介するのが望ましい。
　以上、日常臨床で比較的よく遭遇
する手の疾患について述べた。皆さ
まの診療の一助となれば幸いであ
る。
（４月20日、神戸支部研究会より）

図１　 60歳代、女性、左手中指・環指へバーデン結節
中指・環指はDIP関節で側方に変形している

図３　70歳代、女性、左環指ブシャール結節
　　　ａ．左環指PIP関節に腫脹を認める。
　　　ｂ ．Ｘ線上、左環指PIP関節の関節裂隙の狭小化、軟

骨下骨の骨硬化像を認める

図２　Ｘ線像　中指・環指のDIP関節の変形、骨棘形成がみられる

図４　80歳代、男性、左母指CM節症
　　　ａ．母指CM節に腫脹、母指MP関節過伸展を認める。
　　　ｂ ．母指CM関節に関節症性変化を認め、第１中手骨

の内転変形を認める
ａ ａｂ ｂ


